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 児童が自立的・協働的に問題を解決できるよう、例えば
「(A1) (A2)数学化」の過程で自分事の問いをもたせたり、「(B)
焦点化」の過程で解決に必要な数量や図形を構成する要素に着
目させたり、「(D1)活用・意味づけ」「(D2)統合・発展」の過程
で得られた結果を振り返ったりすることが大切です。（※右の図
の吹き出しは、下の例との対応を示しています。） 
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□ 問題発見・解決の過程をバランスよく位置付けた学習展開 

□ 児童がつまずきを自ら乗り越えるための手立て 
 

算 数 

算数科の授業づくりのポイント 
□ 問題発見・解決の過程をバランスよく位置付けた学習展開 
□ 児童がつまずきを自ら乗り越えるための手立て 

算数科では、児童の数学的に考える資質・能力の育成に向け、授業における児童の思考過程を算
数・数学の問題発見・解決の過程を踏まえて整理し、児童が自分事の問いをもって自ら問題を発見
したり、自立的・協働的に問題を解決したりできるようにすることが大切です。 

例１ 

例２ 

例３ 

例４ 

（例１）「(A1)数学化」の過程での手立て 
 授業者から数学的に整理されていない問題を提
示し、児童が対話を通じて解決に必要な数量を考
える場面を設定するなど、児童が自分事の問いを
もてるようにすることが大切です。 

（例２）「(B)焦点化」の過程での手立て 
 式を立てるための考え方の図をクラウドで共有す
る場面を設定するなど、児童が考えることを明確に
して見通しをもてるようにすることが大切です。 

（例３）「(C)解決」の過程での手立て 
 考え方の選択や個別と協働の選択、他者の考えの閲
覧ができる場面を設定するなど、児童が学びたい方法
で学ぶことができるようにすることが大切です。 

（例４）「(D2)統合・発展」の過程での手立て 
 ５×28＋４×28 と（５＋４）×28 の２つの式が
同じ式として統合されることについて考える場面を
設定するなど、児童が結果を求めた後、新たな問題
を自ら発見できるようにすることが大切です。 


